
○北海道後志地域公共交通計画の一部を次のとおり改定する。
新旧対照表（案）

新 旧

高速バスは、高速おたる号・高速よいち号・高速いわない号・高速しゃこたん号・高速ニセコ
号の5路線が運行しており、路線バスは、主に広域交通を担う路線は、積丹線・神恵内線・雷電
線・島牧線・京極線・留寿都倶知安線などの17路線、小樽市内や倶知安町内の路線などの主に生
活圏交通を担う路線は32路線が運行している。
また、市町村営の公共交通は、市町村内の移動に利用されるニセコ町の「にこっとバス」や市

町村間の移動にも利用される仁木町の「ニキバス」など、12市町村が運行している。

高速バスは、高速おたる号・高速よいち号・高速いわない号・高速しゃこたん号・高速ニセコ
号の5路線が運行しており、路線バスは、主に広域交通を担う路線は、積丹線・神恵内線・雷電
線・島牧線・京極線・留寿都倶知安線などの17路線、小樽市内や倶知安町内の路線などの主に生
活圏交通を担う路線は32路線が運行している。
また、市町村営の公共交通は、ニセコ町の「にこっとバス」や仁木町の「ニキバス」など、12

市町村が運行している。

図 4-1 後志地域の広域交通を担う鉄道及び高速・路線バスネットワーク
※市町村営を除く

P46・図4-1 P46・図4-1

※1：R4.10.1～胆振線は大滝本町東団地～喜茂別間を廃止
※2：R5.10.1～北海道中央バスに代わり、美国～神威岬間は積丹町が「しゃこバス」を運

行

R4.10.1再編

資料３-２

1



新旧対照表（案）

新 旧

P47・図4-2、P53・図4-7（再掲） P47・図4-2、P53・図4-7（再掲）

資料：JR北海道、各バス会社HP

図 4-2 後志地域の広域交通ネットワーク（概況）【2024（令和6）年３月時点】
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新旧対照表（案）

新 旧

P48 P48

長万部駅や倶知安駅、余市駅、小樽駅、小樽築港駅、銭函駅等の計22駅を運行しているJR
函館本線のうち、後志地域の中核都市群である小樽市の中心部（小樽駅）と当地域の各町村
を結ぶ長万部～小樽間の運行・利用実態は以下のとおりである。

長万部～小樽における運行本数は、駅間によって異なっており、平日の運行本数では、余
市～小樽が最も多く（計16.5往復）、長万部～蘭越が最も少ない（4.5往復）。

長万部駅や倶知安駅、余市駅、小樽駅、小樽築港駅、銭函駅等の計22駅を運行しているJR
函館本線のうち、後志地域の中核都市群である小樽市の中心部（小樽駅）と当地域の各町村
を結ぶ長万部～小樽間の運行・利用実態は以下のとおりである。

長万部～小樽における運行本数は、駅間によって異なっており、平日の運行本数では、余
市～小樽が最も多く（計14.5往復＋上り2本、下り2本）、長万部～蘭越が最も少ない（計2往
復＋上り3本、下り2本）。

【長万部～小樽の運行本数】

・余市～小樽 ：１往復 ・然別～小樽 ：3往復

・倶知安～小樽 ：8.5往復 ・蘭越～小樽 ：1.5往復

・長万部～小樽 ：2.5往復 ・蘭越～倶知安：1.5往復

・長万部～倶知安 ：2往復

【長万部～小樽の運行本数】

・余市～小樽 ：１往復 ・然別～小樽 ：3往復

・倶知安～小樽 ：9往復＋上り2本 ・蘭越～小樽 ：0.5往復

・長万部～小樽 ：1往復＋下り2本 ・蘭越～倶知安：2往復

・長万部～倶知安 ：1往復＋上り3本
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新旧対照表（案）

新 旧

P54・図4-8 P54・図4-8
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新旧対照表（案）

新 旧

P55・表4-3 P55・表4-3

※路線名、運行区間は2021（令和3）年夏ダイヤ（4月～9月）に基づく
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新旧対照表（案）

新 旧

P56・図4-9 P56・図4-9

（R4.3までは北海道中央バス
赤井川線、R4.4からは「む
らバス」が運行）
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新旧対照表（案）

新 旧

P57・表4-4 P57・表4-4

※路線名、運行区間は2021（令和3）年夏ダイヤ（4月～9月）に基づく
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新旧対照表（案）

新 旧

P58・図4-10 P58・図4-10

※R4.10.1～胆振線は大滝本町東団地～喜茂別間を廃止
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新旧対照表（案）

新 旧

P59・表4-5 P59・表4-5

※路線名、運行区間は2021（令和3）年夏ダイヤ（4月～9月）に基づく
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新旧対照表（案）

新 旧

P61・表4-6 P61・表4-6

当地域では、21市町村のうち12町村において、町村内の鉄道や高速バス・路線バスの空
白地域を補う広域交通や生活圏交通として、町村営などにより、コミュニティバスやデマン
ドバスなどの町村民の誰もが利用できる公共交通が運行されている。

※路線名、運行区間は2021（令和3）年8月時点

当地域では、21市町村のうち12町村において、町村内の鉄道や高速バス・路線バスの空
白地域を補う生活圏交通として、町村営などにより、コミュニティバスやデマンドバスなど
の町村民の誰もが利用できる公共交通が運行されている。
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新旧対照表（案）

新 旧

P100・図6-1 P100・図6-1

※バス路線は市町村営を除く
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新旧対照表（案）

新 旧

P102・図6-2 P102・図6-2

図 6-2 北後志地区の公共交通

※3：市町村営を除く。赤井川線はR4.4.1～廃止。北海道中央バスに代わり、赤井川村が「むらバス」を運行
※4：積丹線の余別行き及び神威岬行きはR5.10.1～廃止。北海道中央バスに代わり、美国～神威岬間は積丹町

が「しゃこバス」を運行
※5：高速しゃこたん号の神威岬行きはR6.4.1～廃止
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赤井川線
【市町村生活バス】



新旧対照表（案）

新 旧

P104 P104

・古平町のコミュニティバスや仁木町の予約制バス「ニキバス」など、一部エリアでは、
鉄道や高速・路線バスの空白地域を埋める市町村営の生活圏交通が運行されているが、
積丹町や余市町等では、鉄道や高速・路線バスなどを容易に利用できない公共交通の空
白地域が残っているエリアがある。

・古平町のコミュニティバスや仁木町の予約制バス「ニキバス」など、一部エリアでは、
鉄道や高速・路線バスの空白地域を埋める市町村営の広域交通や生活圏交通が運行され
ているが、積丹町や余市町等では、鉄道や高速・路線バスなどを容易に利用できない公
共交通の空白地域が残っているエリアがある。

問題点⑤：鉄道やバス路線等の公共交通が利用しにくいエリアが残存している。問題点⑤：鉄道やバス路線等の公共交通が利用しにくいエリアが残存している。

P105P105
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※ R4.10.1～胆振線は大滝本町東団地～喜茂別間を廃止

図 6-3 羊蹄山麓地区の概況（人口・施設立地）



新旧対照表（案）

新 旧

P107P107

※3：R4.10.1～胆振線は大滝本町東団地～喜茂別間を廃止

図 6-4 羊蹄山麓地区の公共交通
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新旧対照表（案）

新 旧

P112 P112

図 6-6 岩宇地区の公共交通

※3：神恵内線の大森行きはR4.10.1～廃止
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